
06 01

事
務
局
か
ら

お
願
い

24ほうおう
●

Phoenix

http://www.ritsumei.ac.jp/ujc/graduate/
〒611-0031　京都府宇治市広野町八軒屋谷33-1　立命館宇治中学校･高等学校事務室内　Tel: 0774-41-3000   Fax: 0774-41-3555

立命館宇治中学校・高等学校同窓会
鳳凰会●会報

2016年3月発行

学校の様子、後輩（生徒）達の活躍ぶりは、
こちらのアドレスへアクセス！！

〒611-0031京都府宇治市広野町八軒屋谷33-1　立命館宇治中学校・高等学校事務室内　鳳凰会事務局
Te l ： 0774-41-3000　Fax ： 0774-41-3555

◆住所・氏名の変更、幹事（クラス代表）交代の場合は、必ず事務局までご連絡ください。
◆学校のHP上に「卒業生」コーナーがあります。ここから事務局へメールが送れます。

http://www.ujc.ritsumei.ac.jp/ujc/graduate/ http://www.ritsumei.ac.jp/ujc/

◆600字以内、写真がある場合は２枚以内でお願いします。
◆いただいた原稿そのままを掲載します。誤字・脱字にご注意ください。
◆卒業生本人が作成した記名記事とします。匿名、偽名、ペンネームはお断りします。
◆営利目的、特定の個人・団体等に対する誹謗・中傷、人権侵害、セクシュアルハラスメントなどに繋がると思われる
　不適切な表現がある場合は掲載しません。また、「鳳凰会」の不利益となると判断される場合も掲載しません。
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近況報告、同窓会の開催案内等、お知らせください。
ただし、下記注意事項および投稿要領をご参照ください。

同窓生のみなさんへ

鳳凰会（同窓会）では、各種同窓会の開催を奨励す
るため、卒業生10人以上で同窓会を開いた場合、
人数に応じて「活動助成金」として祝い金をお贈り
しています。
　
【申請方法】
同窓会開催の前に（２週間前までに）、所定の申請書を
事務局に提出してください。
申請書は、立命館宇治中高ホームページの「卒業生」コ
ーナーにアクセスしてダウンロードしてください。
必要事項を記入したら、メールまたは郵送し、事務局か
らの連絡を待ってください。
「卒業生」コーナーのアドレス
  http://www.ujc.ritsumei.ac.jp/ujc/graduate/
なお、事務局あてに「申請書」を添付してメールで送り
たい場合、その方法については上記同窓会コーナーの
一番最後にある「メールによるご連絡はこちらへ」をク
リックしてお問い合わせください。

クラブ・サークルを3名以上の鳳凰会会員で設立したら、クラブ・サー
クルを届け出てください。「申請書」はホームページからダウンロー
ドできます。

“同窓会”開催に「祝い金」をお贈りします。クラブ、クラス、学年などで同窓会を大いに開き、親睦と交流を深めましょう！！

■活動助成金のお知らせ

■クラブ・サークル補助金制度について

１．同窓生10名以上の出席者があり、出席人数によって以下の金額を支出
　　します。
　        　・10名～15名＝1万円
　        　・16名～25名＝2万円
　    　    ・26名～50名＝3万円
　      　  ・51名以上＝本部役員会で決定します。
　　 なお、同一の学年、クラブ、クラス、団体の同窓会への支給は年2回ま
　　でとします。ただし、出席者の4分の3以上が同じ場合は同一の申請と
　　みなします。
２．同窓会開催2週間前までに、所定の申請用紙に必要事項を記入の上、開
　　催要項(日時・場所・内容・代表者は必ず2名記入)を添えて事務局へ申
　　請し、会長が決裁します。決裁後、事務局から連絡しますので、祝金
　　を事務室まで取りにきてください。
３．同窓会終了後、1週間以内に会報紙「鳳凰」へ掲載する写真一葉以上と
　　記事原稿（400字以内）および出席者名簿(別紙の所定用紙)、領収書
　　を必ず提出してください。

現在、会報紙「鳳凰」の定期号は年２回発行しています。
投稿される場合は1月および６月の各末日までにお送りください。

●

申請要項

クラブ・サークルに対して、「一人当たり年間6千円分」または「クラ
ブ・サークルの年間経費の10％」のいずれか金額の低い方を上限
として補助します。ただし、この補助金を受けたクラブ・サークルは年
1回「決算報告」「構成員名簿」「鳳凰」掲載記事を提出し、総会また
はそれに代わる幹事会に出席して活動報告をしてください。

●

11月13
日(金)

11月13
日(金)

大同窓会を開催しました
鳳凰会が主催する、本校を卒業した大学 3、4 回生を対象とした大
同窓会を開催しました。
当日は、約150名の学生や教職員が参加し、恩師やクラスメイトと
の再会を懐かしんでいました。
会は新立敏美鳳凰会長の挨拶から始まり、その後、参加教員の紹介
を行いました。
立命館宇治クイズ大会では本校に関わる問題を出題し、優勝チー
ムには鳳凰会より景品を贈呈し、会場は大いに盛り上がりました。
最後に、チャールズ・フォックス校長より閉会のご挨拶をいた
だき、大同窓会は終了しました。
社会に出れば、これだけの規模で集まる機会は少なくなります。
鳳凰会では今後も卒業生の絆を強めていきたいと思います。
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■新幹事説明会を
開催しました。

　2月27日㈯、出雲健彦副会長と矢野達比古副会長より新幹事に、鳳凰会の
概要や活動内容、幹事の役割などについて説明を行ないました。
　鳳凰会新会員の皆さん、4月からの新生活に期待と希望で胸ふくらませて
おられることでしょう。幹事さんを中心に同窓会を開いて交流・親睦を深め
てください。
　鳳凰会は皆さんを全面的にバックアップします。

■2015年度 鳳凰賞 激励賞
を贈りました。

　鳳凰賞は「社会的に高く評価される顕著な実績を挙げた卒業生の顕彰」を
目的に制定されました。第1号表彰は、2005年度に小﨑まりさん(94年卒)
へ贈りましたが、同賞は後輩(現役中・高生)にも「激励賞」を設けています。
　2015年度は下記の皆さんへ贈りました。2月27日㈯に中学、高校の「授
与式」を行い、正賞(賞状)および奨学金として個人5万円、団体10万円を贈
呈しました。

 中学
○バトントワリング部
第43回バトントワーリング全国大会　金賞
　
○アメリカンフットボール部
第4回　マリンボウル　東西中学交流戦　優勝
　
○上月　壮一郎（サッカー）
サッカーU-15日本代表に選出　フランス遠征　参加
バル・ド・マルヌ U-16国際親善トーナメント2015に出場

 高校
○藤井 奈々（将棋）
2015年度　近畿高等学校総合文化祭将棋部門　女子選手権　優勝
2015年度　第39回全国高等学校総合文化祭将棋部門　女子個人の部　優勝
2014年度　近畿高等学校総合文化祭将棋部門　女子選手権　優勝
2014年度　第23回全国高等学校文化連盟将棋新人大会　女子個人戦　優勝
2014年度　第38回全国高等学校総合文化祭将棋部門　女子個人の部　優勝
2013年度　近畿高等学校総合文化祭将棋部門　女子選手権　優勝
　
○安藤　富貴子（陸上競技）
2015年度　第68回全国インターハイ　3000ｍ　6位
2015年度　第3回全国高校陸上選抜大会　5000ｍ　2位
2014年度　第26回全国高校駅伝　2位　2区区間賞
2013年度　第2回アジアユース陸上　３０００ｍ　優勝
2013年度　第1回全国陸上選抜大会　５０００ｍ　優勝
　
○真部　亜樹（陸上競技）
2015年度　第34回全国都道府県対抗女子駅伝　第5区区間賞
2015年度　第3回全国高校陸上選抜大会　5000m　3位
2014年度　インターハイ　1500ｍ　出場
2014年度　近畿インターハイ　1500ｍ　2位
2014年度　全国都道府県対抗女子駅伝　5区区間賞

ホールでの舞台部門は、午前に体育ダンス、英語ドラマ、
課題研究、ドイツ語、中国語、
午後に音楽の発表という流れで実施されました。

■「体育ダンス」は、３年生の女子による創作ダンスで、今年
度のテーマは「POWER」。
　自分たちでストーリーを作り上げ、それをメッセージとして身
体で表現します。恋人の取り合いや結婚相手の DV や怒りの感情
を取り上げるなど、面白い内容でした。

■「英語ドラマ」は「Alice　in　Wonderland（不思議の国の
アリス）」の英語劇を行いました。受講者が女子７名しかいない
ため、一人二役やダンスを多く採り入れるなどの工夫がみられま
した。30分にわたる劇の台詞をすべて英語で表現し、立派に演技
している出演者たちに大きな拍手が送られました。

■「課題研究」は、文科コース、理科コースで取り組んだ論
文の中から選ばれた優秀作品のプレゼンテーションです。「ウ
ルトラマンは犯罪者？」といった興味深いテーマや「輪ゴムの
間隔の違いによる輪ゴムエンジンの回転速度の変化」という非
常にレベルの高い理科の研究成果が発表されました。

■「ドイツ語」「中国語」はそれぞれに文化の紹介や自分の
体験をパワーポイントを用いてスピーチしました。今年度はス
クリーンに日本語の意味を提示する工夫がされていることで観
客の理解が助けられました。

■「音楽」の舞台は３部構成となっています。第Ⅰ部のグ
ループ合奏は「上を向いて歩こう」の演奏や「Sing　Along」
を声のみで自分たちでアレンジして表現しました。第Ⅱ部のソ
ロステージはさすがに音楽を本格的に学んでいる生徒の発表だ
けあってピアノ、歌唱ともに聴き応え満点でした。第Ⅲ部は３
年生が「コンサート企画」として企画・構成から選曲・アレン
ジまで全てを行う３年間の集大成です。全員のチームワーク、
お互いの励まし合いや声援の送りあいが演奏を支え合う素敵な
コンサートが演出されていました。そして最後は卒業する３年
生の合唱。授業に取り組んだ成果が余すところなく表現された
美しいハーモニーがホール中の人たちの心に響いてきました。

　社会科では、学術祭を通して日ごろの学習の成果を発表する
とともに、「現代の日本と世界にどう向き合い、社会と切り結ぶ
か」を意識しながらていねいに展示物を作成し、プレゼンテー
ションに取り組みました。
　「倫理」では「日本が発信できること」をテーマに、日ごろ注
目されていないものや文化・思想に焦点を当てました。歴史Ⅱ
では、1945 年に焦点を当てた歴史新聞を製作。戦前、戦後と
いう区切りだけではなく、戦後 70 年の起点となる 1945 年を
見つめなおす展示を行いました。近代史学習に取り組んだ日本
史Ａでは、偉人の人生双六や、京都の街紹介ガイドブック製作
等を行いました。
　政治経済では、安保法制のディベートや、日韓交流などのプ
レゼンテーションの成果を披露するとともに、２月７日投票の
京都市長選挙の模擬投票を実施しました。18 歳選挙権という新
しいステージの中で、生徒たちが主権者としてどう成長してい
るのかを発表できたのではないかと思います。

　体育館アリーナでは、「課題研究」「書道」「美術」「家庭」「国語」「数学」
の教科発表が展示されました。理科コース３年生が学びの集大成とし
て１年間をかけて取り組んだ「先端理工学入門」のポスター前では
14 人の口頭発表に来年度取り組む２年生が熱心に傾聴していまし
た。「数学」では「一葉双曲面（神戸ポートタワーの体積を求める）」と
いったポスターなどの展示。文化コースの「課題研究」のパネルには
「日本がマレーシアから学ぶこと」や「日中韓の歴史認識の比較」と
いったテーマの展示がありました。「国語」では、２年生「日本語Ⅰ」の
「広告ポスターの制作」の取り組みで、「レトリック」を用いた32名の
趣向をこらしたポスターが展示されていました。「家庭」では１年生の
「パッチワーククッション」が展示され、吉村結花さんの作品が特別賞
を得ました。「書道」では、３年生の「探究選択Ｂ」における橋本理子さ
んと２年生の奥村麻友さんの作品が校長賞、美術では３年生の大江悠
美さんの油絵と２年生の高島千聖さんのＴシャツが校長に選出され、
柴田さんのフェルト帽子、城田さんの自画像、鎌田さんの陶器、岡田さ
ん、矢間さん、長谷川さんの作品が優秀賞に選ばれました。

第５回 学術祭                 が開催されました（第２０回 Rits Uji 芸術祭）
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体で表現します。恋人の取り合いや結婚相手の DV や怒りの感情
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か」を意識しながらていねいに展示物を作成し、プレゼンテー
ションに取り組みました。
　「倫理」では「日本が発信できること」をテーマに、日ごろ注
目されていないものや文化・思想に焦点を当てました。歴史Ⅱ
では、1945 年に焦点を当てた歴史新聞を製作。戦前、戦後と
いう区切りだけではなく、戦後 70 年の起点となる 1945 年を
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04 05

●鳳凰vol.24

活
動

報
告

■12月27日
　2001年卒　テニス部女子
高校卒業後、初めて同窓会を開
催しました。高校時代と変わら
ず、皆、しゃべる、しゃべる、
しゃべる…気がつけば貸切時間
を１時間も過ぎていました
（笑）テニス部メンバーは、相
変わらず個性豊かで面白く、賑
やかで、素敵な同窓会になりま
した。
練習が嫌で雨乞いをしたことや
（笑）、試合の待機時間にトラ
ンプをしていたり、山梨合宿の
白いご飯が嫌で塩辛を持って
いったり…（こんなことをして
いましたが、インターハイメン
バーもいます）照明がなかった
ので暗がりで練習をしたり、試
合に負けて悔し涙を流したり…
本当に沢山の時間を過ごしてき
た仲間だからこそ、これからも
このメンバーを大切にしていき
たいです。
今回、残念ながら来られなかっ
たメンバーもいるのでまた定期
的に開催していく予定です。

■1月2日
　2009年卒中学校１期生
中学校卒業から10年が経ちまし
た。13年前立命館宇治中学校の
第一期生として入学し、3年間
一から全てを作り上げてきたこ
とをMOVIEを見て思い出したり、
先生方の苦労話を聞いたりと約
90人もの家族のような仲間、先
生方とわいわい楽しい時間を過
ごすことができました。
大人になったようで、10年前と
何も変わらない私たち。立宇治
に入学して本当にステキな仲間
に出会えたなぁと改めて感じま
した。
年明け早々こんな大人数で集ま
れるのも私たちだからこそだと
思います。みんなありがと
う！！そして、鳳凰会からの助
成金にて抽選会を行いました。
大変盛り上がりました。本当に
感謝しております。また、みん
なで集まれたらと思います。
立命館宇治中学校　第一期生

■1月11日
　2014年卒中学校6期生
1月11日（月）ホテルハイアッ
トリージェンシー京都にて、今
年20歳を迎えた立命館宇治中
学校第6期卒業生による同窓会
を、鳳凰会の支援の下に開催さ
せていただきました。当日は、
先生・保護者を含む約160名が
参加し、当時を懐かしんだり、
互いの近況を話し合ったりと、
久しぶりに会う友人や先生方と
楽しい時間を過ごすことができ
ました。後半に行われたクラス
対抗立宇治クイズ大会では、5
年ぶりに中学3年生の時のクラ
スに分かれ、会場は大いに盛り
上がりました。
今回の同窓会のテーマは「やっ
ぱええな、立宇治。」自分の原
点を作り、成長させてくれた立
命館宇治中学校の仲間と再会す
ることで、新成人となった私た
ちに前向きなモチベーションが
生まれました。
今回の同窓会開催をご支援いた
だいた鳳凰会、そしてビデオ
メッセージに出演してくださっ
た先生方、ご多用の中同窓会に
参加してくださった竹内康先生、
金子泰子先生、谷嶌英之先生、
松本公佑先生、本当にありがと
うございました。

■12月30日
　2010年卒3組
待望の3組大同窓会。
社会人になり、日々仕事に励ん
でいる仲間や自分の叶えたい夢
に向かって頑張っている仲間。
そんな３組の仲間達にまた会う
ことができました。
担任である高野阿草先生が作っ
てくれた「3組DVD」を観なが
ら、相変わらず終始笑顔の同窓
会となりました。
何より、結婚を迎えた仲間にサ
プライズで祝う皆の熱い姿に、
「3組愛」を感じた一日となりま
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私たちは活動助成金を
活用して同窓会を開きました。　
＊以下は2015年8月1日以降開催分です。

■8月1日　2008年卒7組
2015年8月1日、高校生活最
後の1年をともに過ごしたメン
バー28名で同窓会を実施した。
懐かしい話に花を咲かせ、会は
終始盛り上がった。みな様々な
仕事に携わっており、それぞれ
の場で一生懸命頑張っているよ
うだった。中には結婚し一児の
親になっているメンバーもおり、
高校時代よりも大人になったこ
とを実感しながらも、時折高校
時代と変わらない側面が顔を覗
かせるので、その度に懐かしさ
が湧いてきた。
また教育実習で来られていた、
玉川さんもお忙しい中参加して
頂いた。今はお互い社会人と
なったが、話の内容は当時と変
わらなかった。
高校時代の友人は一生ものであ
ることを再認識した。遠隔地に
おり集まれなかったメンバーも
いるが、今後も定期的に同窓会
を実施し、絆を深めていきたい。

■12月20日
　2012年・2013年卒  硬式野球部
私たちは 12 月 20 日に 2012
年卒業・2013 年卒業の硬式野
球部 OB で同窓会を行いました。
2012 年卒業生が大学 1 回生
の頃から、鳳凰会の同窓会助成
金にお世話になり、毎年の恒例
行事として開催させていただい
ており、例年はフットサルや軟式
野球をしていたのですが、今年
は懐かしの三室戸グラウンドで
OB 戦をしました。大学で野球を
続けている人もいれば、久し振
りにバットを握ったという人もい
ましたが、とても白熱した楽しい
試合となりました。
その後は茨木にて同窓会を行い、
高校時代の思い出話をしたりそ
れぞれの現状や将来について話
したりするなどして楽しい時間を
過ごすことができました。後輩た
ちには硬式野球部 OB の 3・4
回生合同同窓会は、毎年の恒例
行事として今後も続けてもらいた
いと思います。また、私たち 4
回生は来年から別々の進路を歩
むことになりますが、今後もこの
ような形で集まれたらいいなと思
います。今回も鳳凰会の同窓会
助成金のおかげで硬式野球部で
集まり同窓会を開くことができま
した。本当にありがとうございま
した。

■8月9日　2009年卒1組
今回は、お世話になった先生も
お呼びし、合計11人で集まる
ことが出来ました。
お店は、京都らしい蔵で行い、
みんなで一つのテーブルを囲ん
で、高校時代の英語漬けの日々、
宿題、授業の話で盛り上がりま
した。卒業してからも毎年1回
は同窓会を行っているので、長
期のお休みの際には、またみん
なで集まりたいと思います。

■8月16日　1998年卒
高校卒業以来、17年ぶりに同
窓会を開催しました。約110人
の参加があり大盛況でした。
17年というと私たちの年齢の
半分でしたが、一度会うとみん
な昔のままで嬉しい気持ちにな
りました。
東京や名古屋からも駆けつけ新
幹線の終電まで滞在してくれる
人や、子供を連れてみんなの成
長した姿を見ることができまし
た。

■12月6日　 ラクビー部
12 月 6 日、私の結婚式の二次
会を兼ねた同窓会を行いました。
同じラグビー部に所属していた
櫻井君が司会をやってくれて、
乾杯の挨拶はラグビー部の先輩
である吉川さんがやってくれた
ので、とても盛り上がりました。
ゲームは 40 人全員でたけのこ
ニョッキをやってすごくおもし
ろかったです。
１日を通じて、余興をやってく
れたり、司会や乾杯の挨拶、お祝
いの言葉を昔からの友達から頂
き、本当に嬉しく感激し、常に涙
が溢れていました。改めて、友達
の大切さが感じられた一日でし
た。

■11月7日　 1989年卒
今回総勢18名とたくさん参加
して頂けました。
卒業以来お会いしていない方々
もおられ、昔話や近況報告に花
が咲きました。
幹事さんの努力もあって大盛況
で親交も深められたのではない
でしょうか？
「楽しかった」「また集まろ
う」とたくさんのお声を頂きま
して、嬉しい限りです。
鳳凰会様のご協力感謝致してお
ります。ありがとうございまし
た。

■8月17日
　 2015年卒吹奏楽部
2015 年の 3 月に高校を卒業
してから、すこし早いですが吹
奏楽部で同窓会を開催しました。
立命館大学に進んだ人がほとん
どですが、学部やキャンパスが
違うと全く会わない人も多く、
久しぶりに顔を合わせる人も多
かったです。東京に進学した人
も忙しい中、帰省してすぐに会
に参加してくれました！高校の
時の懐かしい話や大学生活の話
でとても盛り上がり、短いなが
らも充実した時間を過ごすこと
ができました。会に参加したう
ちのひとりは 9 月からイギリス
の大学に進学するので、応援の
思いを込めてプチサプライズを
行いました！！部員の誕生日を
みんなでお祝いしていた現役の
ころみたいで、とても懐かしく
感じました。
今回は残念ながら全員そろうこ
とはできなかったのですが、ま
た成人してお酒が飲めるような
年齢になったら、今度は全員そ
ろって同窓会ができたらいいな
と思っています！！
同窓会の開催を支援していただ
き、本当にありがとうございま
した。

■8月5日
　2014年卒硬式野球部
今回、野球部の同窓会を開くに
あたって鳳凰会の補助金を使わ
せて頂きました。卒業以来メン
バーが集まる機会がなかったの
ですが、この夏を機に留学に行
く者もいるということで、約1
年半ぶりに野球部のほぼ全員が
集まって食事をしました。久し
ぶりに顔を会わせるメンバーも
多く、近況報告をしあったり、
昔話に花を咲かせたりと大盛り
上がりでした。別々の道に進ん
でいる仲間たちに刺激を受け、
また再会したときにはみながも

う一回り成長しているように、
これからも頑張っていこうと思
える同窓会となりました。

今回は連絡がつかない友人もた
くさんいたので、次回はもっと
たくさんの友人を集めて開催し
たいと思います。
サポートしていただいた学校に
は感謝いたします。

した。
最後に、「年に一度は必ず同窓会
を開く！」と約束し、素晴らしい
2015 年の年納めとなりました。
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半分でしたが、一度会うとみん
な昔のままで嬉しい気持ちにな
りました。
東京や名古屋からも駆けつけ新
幹線の終電まで滞在してくれる
人や、子供を連れてみんなの成
長した姿を見ることができまし
た。

■12月6日　 ラクビー部
12 月 6 日、私の結婚式の二次
会を兼ねた同窓会を行いました。
同じラグビー部に所属していた
櫻井君が司会をやってくれて、
乾杯の挨拶はラグビー部の先輩
である吉川さんがやってくれた
ので、とても盛り上がりました。
ゲームは 40 人全員でたけのこ
ニョッキをやってすごくおもし
ろかったです。
１日を通じて、余興をやってく
れたり、司会や乾杯の挨拶、お祝
いの言葉を昔からの友達から頂
き、本当に嬉しく感激し、常に涙
が溢れていました。改めて、友達
の大切さが感じられた一日でし
た。

■11月7日　 1989年卒
今回総勢18名とたくさん参加
して頂けました。
卒業以来お会いしていない方々
もおられ、昔話や近況報告に花
が咲きました。
幹事さんの努力もあって大盛況
で親交も深められたのではない
でしょうか？
「楽しかった」「また集まろ
う」とたくさんのお声を頂きま
して、嬉しい限りです。
鳳凰会様のご協力感謝致してお
ります。ありがとうございまし
た。

■8月17日
　 2015年卒吹奏楽部
2015 年の 3 月に高校を卒業
してから、すこし早いですが吹
奏楽部で同窓会を開催しました。
立命館大学に進んだ人がほとん
どですが、学部やキャンパスが
違うと全く会わない人も多く、
久しぶりに顔を合わせる人も多
かったです。東京に進学した人
も忙しい中、帰省してすぐに会
に参加してくれました！高校の
時の懐かしい話や大学生活の話
でとても盛り上がり、短いなが
らも充実した時間を過ごすこと
ができました。会に参加したう
ちのひとりは 9 月からイギリス
の大学に進学するので、応援の
思いを込めてプチサプライズを
行いました！！部員の誕生日を
みんなでお祝いしていた現役の
ころみたいで、とても懐かしく
感じました。
今回は残念ながら全員そろうこ
とはできなかったのですが、ま
た成人してお酒が飲めるような
年齢になったら、今度は全員そ
ろって同窓会ができたらいいな
と思っています！！
同窓会の開催を支援していただ
き、本当にありがとうございま
した。

■8月5日
　2014年卒硬式野球部
今回、野球部の同窓会を開くに
あたって鳳凰会の補助金を使わ
せて頂きました。卒業以来メン
バーが集まる機会がなかったの
ですが、この夏を機に留学に行
く者もいるということで、約1
年半ぶりに野球部のほぼ全員が
集まって食事をしました。久し
ぶりに顔を会わせるメンバーも
多く、近況報告をしあったり、
昔話に花を咲かせたりと大盛り
上がりでした。別々の道に進ん
でいる仲間たちに刺激を受け、
また再会したときにはみながも

う一回り成長しているように、
これからも頑張っていこうと思
える同窓会となりました。

今回は連絡がつかない友人もた
くさんいたので、次回はもっと
たくさんの友人を集めて開催し
たいと思います。
サポートしていただいた学校に
は感謝いたします。

した。
最後に、「年に一度は必ず同窓会
を開く！」と約束し、素晴らしい
2015 年の年納めとなりました。
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立命館宇治中学校・高等学校同窓会
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学校の様子、後輩（生徒）達の活躍ぶりは、
こちらのアドレスへアクセス！！

〒611-0031京都府宇治市広野町八軒屋谷33-1　立命館宇治中学校・高等学校事務室内　鳳凰会事務局
Te l ： 0774-41-3000　Fax ： 0774-41-3555

◆住所・氏名の変更、幹事（クラス代表）交代の場合は、必ず事務局までご連絡ください。
◆学校のHP上に「卒業生」コーナーがあります。ここから事務局へメールが送れます。

http://www.ujc.ritsumei.ac.jp/ujc/graduate/ http://www.ritsumei.ac.jp/ujc/

◆600字以内、写真がある場合は２枚以内でお願いします。
◆いただいた原稿そのままを掲載します。誤字・脱字にご注意ください。
◆卒業生本人が作成した記名記事とします。匿名、偽名、ペンネームはお断りします。
◆営利目的、特定の個人・団体等に対する誹謗・中傷、人権侵害、セクシュアルハラスメントなどに繋がると思われる
　不適切な表現がある場合は掲載しません。また、「鳳凰会」の不利益となると判断される場合も掲載しません。
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近況報告、同窓会の開催案内等、お知らせください。
ただし、下記注意事項および投稿要領をご参照ください。

同窓生のみなさんへ

鳳凰会（同窓会）では、各種同窓会の開催を奨励す
るため、卒業生10人以上で同窓会を開いた場合、
人数に応じて「活動助成金」として祝い金をお贈り
しています。
　
【申請方法】
同窓会開催の前に（２週間前までに）、所定の申請書を
事務局に提出してください。
申請書は、立命館宇治中高ホームページの「卒業生」コ
ーナーにアクセスしてダウンロードしてください。
必要事項を記入したら、メールまたは郵送し、事務局か
らの連絡を待ってください。
「卒業生」コーナーのアドレス
  http://www.ujc.ritsumei.ac.jp/ujc/graduate/
なお、事務局あてに「申請書」を添付してメールで送り
たい場合、その方法については上記同窓会コーナーの
一番最後にある「メールによるご連絡はこちらへ」をク
リックしてお問い合わせください。

クラブ・サークルを3名以上の鳳凰会会員で設立したら、クラブ・サー
クルを届け出てください。「申請書」はホームページからダウンロー
ドできます。

“同窓会”開催に「祝い金」をお贈りします。クラブ、クラス、学年などで同窓会を大いに開き、親睦と交流を深めましょう！！

■活動助成金のお知らせ

■クラブ・サークル補助金制度について

１．同窓生10名以上の出席者があり、出席人数によって以下の金額を支出
　　します。
　        　・10名～15名＝1万円
　        　・16名～25名＝2万円
　    　    ・26名～50名＝3万円
　      　  ・51名以上＝本部役員会で決定します。
　　 なお、同一の学年、クラブ、クラス、団体の同窓会への支給は年2回ま
　　でとします。ただし、出席者の4分の3以上が同じ場合は同一の申請と
　　みなします。
２．同窓会開催2週間前までに、所定の申請用紙に必要事項を記入の上、開
　　催要項(日時・場所・内容・代表者は必ず2名記入)を添えて事務局へ申
　　請し、会長が決裁します。決裁後、事務局から連絡しますので、祝金
　　を事務室まで取りにきてください。
３．同窓会終了後、1週間以内に会報紙「鳳凰」へ掲載する写真一葉以上と
　　記事原稿（400字以内）および出席者名簿(別紙の所定用紙)、領収書
　　を必ず提出してください。

現在、会報紙「鳳凰」の定期号は年２回発行しています。
投稿される場合は1月および６月の各末日までにお送りください。

●

申請要項

クラブ・サークルに対して、「一人当たり年間6千円分」または「クラ
ブ・サークルの年間経費の10％」のいずれか金額の低い方を上限
として補助します。ただし、この補助金を受けたクラブ・サークルは年
1回「決算報告」「構成員名簿」「鳳凰」掲載記事を提出し、総会また
はそれに代わる幹事会に出席して活動報告をしてください。

●

11月13
日(金)

11月13
日(金)

大同窓会を開催しました
鳳凰会が主催する、本校を卒業した大学 3、4 回生を対象とした大
同窓会を開催しました。
当日は、約150名の学生や教職員が参加し、恩師やクラスメイトと
の再会を懐かしんでいました。
会は新立敏美鳳凰会長の挨拶から始まり、その後、参加教員の紹介
を行いました。
立命館宇治クイズ大会では本校に関わる問題を出題し、優勝チー
ムには鳳凰会より景品を贈呈し、会場は大いに盛り上がりました。
最後に、チャールズ・フォックス校長より閉会のご挨拶をいた
だき、大同窓会は終了しました。
社会に出れば、これだけの規模で集まる機会は少なくなります。
鳳凰会では今後も卒業生の絆を強めていきたいと思います。


